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広報 － おおず － ２００８ ６月号

○

水
道
週
間　

６
月
１
日
㈰
〜
７
日
㈯

水
道
週
間　

６
月
１
日
㈰
〜
７
日
㈯

「
た
だ
い
ま
ァ
ー
　
蛇
口
ひ
ね
っ
て
　
水
ゴ
ク
リ
」

工事店名 所在地 電話番号 工事店名 所在地 電話番号
 ㈲いの水道設備 田　口 24－2216  村上工業㈱ 若　宮 24－3141
 ㈲丸電工業 東大洲 24－5351  好崎鉄工 米　津 26－0720
 ㈲オクダ設備 新　谷 25－4107  ㈲大和開発 中　村 25－3776
 淳山水道工事店 田　口 24－2583  マスダ住設 市　木 25－4178
 ㈲三原設備 大　洲 24－3783  ＪＡ愛媛たいき 東大洲 24－4181
 ㈲内田電気水道設備 徳　森 25－2858  久保建設㈱ 蔵　川 27－0757
 城戸電業社 徳　森 25－2944  ㈾矢野金物店 中　村 24－3043
 ㈲神田鉄工所 東大洲 24－4122  タマル家電サービス 松　尾 24－0518
 ㈱土居鉄工所 東大洲 24－4519  向成建設㈱ 新　谷 25－3150
 ㈲アサノ設備 北　只 24－0783  ㈲曽根プロパン販売所 東大洲 24－3522
 神南設備 菅　田 25－4684  ㈲住吉産業 上老松 52－1531
 大塚鉄工所 新　谷 25－0300  ダイワ設備工業 下須戒 52－1289
 ㈲星加水道設備 八多喜 26－0020  河内設備商会 下須戒 52－0503
 伊予屋住設 大　洲 24－2541  米田設備工業 長　浜 52－2713
 ㈲南予水道住設 若　宮 23－2352  笹田水道 長　浜 52－2891
 久保鉄工所 八多喜 26－0537  矢野ガス㈱ 長　浜 52－0420
 ㈲菊地浄化槽センター 五　郎 24－0013  ㈲池内石油店 長　浜 52－0448
 ㈱西田興産 徳　森 25－0211  ㈲鈴木ガス商会 長　浜 52－0358
 中央建設㈱ 柚　木 24－3556  上田建設㈱ 宇和川 34－2011
 松浦建設㈱ 菅　田 25－5335  徳森設備 宇和川 34－3285
 ㈱四電工大洲営業所 北　只 24－4595  三瀬建設㈱ 予子林 34－2911
 ㈲佐々木鉄工 春　賀 26－0875  鹿野川ガス販売所 山鳥坂 34－2701
 ㈱宮元建設 新　谷 25－0242  川上建設㈲ 名荷谷 34－2101
 谷本建設工業㈱ 平　野 24－5161  富永建設株式会社 植　松 39－2011

※ 市外の業者であっても、市の指定を受けて
いる場合は、工事可能です。

 北川商店 植　松 39－2303

　

市
で
は
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
水
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
ま
め
に
節
水
に
努
め
、
水
を
大
切
に
使

い
ま
し
ょ
う
！

  宅内漏水は個人で直してください。

　公道以外の土地に埋設された給水管や、宅内の蛇口、温水器などの器具が
故障して水漏れするなど「宅内漏水」は水道課への連絡は不要ですが、放置
すると水道料金が増える場合があります。このような場合は市の指定する工
事業者に連絡してすぐに直してください。

悪質な業者に注意してください。

　「水道水を調べている」などと水質検査を装ったり、「水道課の指導で…」
などと公的機関からの訪問を装い水を検査した後、化学的反応を悪用して水
に色をつけ、「この水は有害です」などと言って、浄水器の購入を勧誘する業
者がいます。
　水道課などの公的機関では、訪問販売で物品を売ったり、業者に販売を委
託するようなことはありません。このような業者が訪ねて来たら十分に注意
してください。

問い合わせ先
　市役所水道課　☎24－3753（直通）

　水道の新設・修理などの工事を行うときは、必ず指定給水
装置工事事業者へ依頼してください。

（
第
50
回
水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

市内の指定給水装置工事事業者

水道週間
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○

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

シリー
ズ

〜
75
歳
以
上
の
方
な
ど
へ
〜

　

４
月
か
ら
「
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）」
が
始

ま
り
ま
し
た
。

№12

　
４
月
１
日
か
ら
、
75
歳
以
上
の
人
な
ど

を
対
象
と
し
て
、
新
た
に
独
立
し
た
医
療

保
険
制
度
と
な
る
「
長
寿
医
療
制
度(

後

期
高
齢
者
医
療
制
度)

」
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　
今
回
は
、
多
く
の
み
な
さ
ん
か
ら
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
い
て
い
る
内
容
を
ま
と

め
て
み
ま
し
た
。

１　

対
象
者

①
75
歳
以
上
の
人

②
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一
定
の
障
害

が
あ
る
人

※
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一
定
の
障
害

が
あ
る
人
は
、
申
し
出
に
よ
り
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
、
ま
た
は
脱

退
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
か
ら
75
歳
を
迎
え
る
人

は
、
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

例　

誕
生
日
が
６
月
15
日
の
人

　

▽　

６
月
15
日
か
ら
適
用

２　

保
険
証

　
対
象
者
に
は
、
新
た
に
後
期
高
齢
者

医
療
の
保
険
証
（
カ
ー
ド
サ
イ
ズ
）
が

一
人
に
一
枚
交
付
さ
れ
ま
す
。
保
険
証

は
、
確
実
に
お
届
け
す
る
た
め
に
配
達

記
録
郵
便
で
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
病

院
で
受
診
す
る
際
、
３
月
ま
で
は
保
険

証
と
老
人
医
療
受
給
者
証
が
必
要
で
し

た
が
、
４
月
か
ら
は
原
則
新
し
い
保
険

証
一
枚
で
受
診
で
き
ま
す
。
病
院
で
受

診
す
る
と
き
は
必
ず
ご
自
分
の
保
険
証

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
万
が
一
保
険

証
を
紛
失
さ
れ
た
人
は
、
市
役
所
保
険

環
境
課
ま
た
は
各
支
所
の
市
民
福
祉
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

３　

保
険
料

　
新
し
い
制
度
で
は
、
高
齢
者
の
方
々

に
も
公
平
に
保
険
料
を
ご
負
担
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る

人
に
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
特

別
徴
収
仮
徴
収
開
始
通
知
書
を
お
送
り

し
て
い
ま
す
。
年
６
回
受
給
さ
れ
る
年

金
か
ら
天
引
き
い
た
し
ま
す
。（
特
別
徴

収
）

　
そ
れ
以
外
の
人
は
、
大
洲
市
に
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
７
月
に
保
険

料
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
７
月
か
ら

翌
年
３
月
ま
で
の
９
期
に
分
け
て
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
大
洲
市
で
は
安

全
・
確
実
な
公
金
の
口
座
振
替
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
普

通
徴
収
）

問
い
合
わ
せ
先

○
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

松
山
市
北
条
辻
六
番
地
（
松
山
市
役
所

北
条
支
所
２
階
）

☎
０
８
９
（
９
１
１
）
７
７
３
３

Fax
０
８
９
（
９
１
１
）
７
７
３
５

E
-m

ail in
fo@

eh
im

e-kou
iki.jp

h
ttp://w

w
w
.eh

im
e-kou

iki.jp/

○
市
役
所
保
険
環
境
課
高
齢
者
医
療
係

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
１
５
５
）

平
成
20
年
度
啓
発
活
動
重
点
目
標

　《
世
界
人
権
宣
言
60
周
年
》

「
育
て
よ
う
　
一
人
一
人
の
　
人
権
意
識
」

―
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
―

　
６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
私
た
ち
の
街
の
相

談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

　
離
婚
な
ど
家
庭
内
の
問
題
、
い
じ
め
、

隣
近
所
の
も
め
ご
と
な
ど
、
人
権
問
題
で

お
困
り
の
方
は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委

員
か
松
山
地
方
法
務
局
（
☎
０
８
９
│

９
３
２
│
０
８
８
８
）
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま

す
。

　
私
た
ち
の
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の

方
々
で
す
。

　

 

《
世
界
人
権
宣
言
60
周
年
・

  

人
権
擁
護
委
員
制
度
60
周
年
》

「
人
権
擁
護
委
員
の
日

　
人
権
問
題
に
関
す
る

総
合
12
時
間
電
話
相
談
」

開
設
の
お
知
ら
せ

■
相
談
内
容　
　
　
　

　
差
別
待
遇
、
い
じ
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
侵
害
な
ど
、
家
庭
及
び
近
隣
関
係
な
ど

に
お
け
る
人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

相
談
（
予
約
不
要
・
無
料
・
秘
密
厳
守
）

■
日　

時　
　
　
　
　

　
平
成
20
年
６
月
１
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

■
電
話
番
号

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
１
２
０
│
０
２
５
│
５
５
０

　
携
帯
電
話
か
ら
の
相
談
も
可

■
相
談
担
当
者　
　
　

　
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
員

■
主　

催　
　
　

　
松
山
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
愛
媛
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

氏　名 住　所
上　田　　　弘 若宮

上　野　マリヱ 大洲

佐　川　文　彦 新谷町

松　岡　昇　平 成能

藤　木　惠利子 柚木

松　岡　　　強 八多喜町

谷　本　京　子 平野町平地

清　水　禎　子 白滝

下　田　美　澄 長浜町下須戒

台　本　曙　美 肱川町宇和川

梅　木　キヨカ 河辺町三嶋

世界人権宣言60周年
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○

　
平
成
19
年
12
月
５
日
、
平
成
19
年
度
「
元
気
歯
つ
ら

つ
コ
ン
ク
ー
ル
」（
愛
媛
県
と
愛
媛
県
歯
科
医
師
会
主
催
）

が
開
催
さ
れ
、
大
洲
市
か
ら
選
出
さ
れ
た
谷
川
正
佳
さ
ん

が
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
８
０
２
０
運
動
の
一
環
と
し
て
、

80
歳
以
上
で
自
分
自
身
の
歯
が
20
本
以
上
残
っ
て
い
る
人

を
対
象
に
県
内
各
地
区
で
第
１
次
審
査
、
県
全
体
で
第
２

次
審
査
を
経
て
選
出
さ
れ
ま
す
。
県
内
で
は
優
秀
賞
が
10

人
、
入
賞
が
56
人
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
谷
川
さ
ん
は
自
分

の
歯
が
29
本
残
っ
て
お
ら
れ
、
元
気
な
歯
を
保
つ
コ
ツ
を

伺
っ
た
と
こ
ろ
、「
食
後
の
歯
磨
き
は
歯
ブ
ラ
シ
や
歯
間
ブ

ラ
シ
を
併
用
し
て
丁
寧
に
磨
く
こ
と
。
食
べ
物
は
好
き
嫌

い
な
く
良
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
。
歯
に
違
和
感
を
感
じ

た
ら
早
め
に
歯
科
受
診
す
る
こ
と
」
と
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
大
洲
市
で
も
８
０
２
０
運
動
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
皆
さ
ん
ぜ
ひ
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

【
大
洲
市
で
入
賞
さ
れ
た
方
】　

　
武
田

　
泰
三
さ
ん
（
大
洲
）

　
中
岡

　
玉
子
さ
ん
（
中
村
）

　
大
元

　
盛
幸
さ
ん
（
蔵
川
）

元
気
歯
つ
ら
つ
！

〜
優
秀
賞

谷
川
　
正
佳
さ
ん（
中
村
）
〜

　
愛
知
県
春
日
井
市
総
合
体
育
館
で
３
月
に
開
催
さ
れ

た
、
第
17
回
全
国
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会
で
見
事
に

全
国
制
覇
を
果
た
し
た
帝
京
第
五
高
等
学
校
男
子
剣
道

部
が
、
４
月
16
日（
水
）
市
庁
舎
に
大
森
市
長
を
訪
ね
、

優
勝
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
大
森
市
長
は
、「
日
本
一
に
な
り
ま
す
。
と
大
会
前
に

約
束
を
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
当
に
な
り
ま
し

た
ね
。
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
嬉
し
い

報
告
で
す
」
と
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
主
将
の
鴨
宮
康
彰
く
ん
は
、「
決
勝
で
勝
っ
た
瞬
間
は
、

ぜ
ん
ぜ
ん
実
感
が
わ
か
な
か
っ
た
。
あ
と
か
ら
喜
び
を
感

じ
た
」
と
当
時
の
気
持
ち
を
振
り
返
り
、
同
部
の
二
宮
明

夫
監
督
は
「
楽
し
ん
で
試
合
が
出
来
た
。
無
欲
と
精
神
面

の
強
さ
が
勝
因
だ
っ
た
と
思
う
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
選
手
７
人
は
、
埼
玉
県
で
今
年
８
月
に
開
催
さ
れ
る

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
の
全
国
制
覇
を
、
早
速
次
の
目
標
に

掲
げ
て
い
ま
し
た
。

▲谷川　正佳さん▲笑顔の報告

日
本
一
を
市
長
に
報
告

　
〜
帝
京
第
五
高
校男

子
剣
道
部
〜

元
気
歯
つ
ら
つ
！

〜
優
秀
賞

〜
優
秀
賞

日
本
一
を
市
長
に
報
告

　
〜
帝
京
第
五
高
校

　
〜
帝
京
第
五
高
校

元
気
歯
つ
ら
つ
！

〜
優
秀
賞

〜
優
秀
賞

日
本
一
を
市
長
に
報
告

　
〜
帝
京
第
五
高
校

　
〜
帝
京
第
五
高
校

おめでとうございます

　

８
０
２
０
運
動
と
は

　「
80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
保
ち
、
な
ん
で
も
よ

く
噛
め
る
状
態
を
目
指
そ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
国
と
日
本
歯
科

医
師
会
に
よ
り
提
案
さ
れ
た
運
動
で
す
。
乳
幼
児
期
か
ら
生
涯
に

わ
た
っ
て
自
分
の
歯
を
大
切
に
す
る
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
身
に

つ
け
、
一
生
自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食
べ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

大
洲
市
で
も
歯
の
健
康
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
皆
さ
ん
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

　
本
年
３
月
10
日
に
肱
川
町
で
発

生
し
た
建
物
火
災
で
、
消
火
活
動

を
行
っ
た
と
し
て
、
福
嶋
清
春
さ

ん
（
肱
川
町
名
荷
谷
）
に
大
洲
地

区
広
域
消
防
事
務
組
合
の
山
田
一

昭
消
防
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
火
災
を
発
見
し
た
福
嶋
さ
ん

は
、
す
ぐ
に
通
報
す
る
と
と
も
に
、

▲福嶋　清春さん

火
災
現
場
で
消
火
活
動

〜
消
防
署
よ
り
表
彰
〜

福
嶋
　
清
春
さ
ん

水
道
に
つ
な
い
で
あ
っ
た
ホ
ー
ス

で
消
火
活
動
を
行
い
、
建
物
火
災

を
鎮
火
さ
せ
ま
し
た
。「
火
を
消

す
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
か
っ

た
」
と
当
時
を
ふ
り
か
え
り
、「
も

し
も
の
時
に
備
え
て
、
家
の
外
に

あ
る
水
道
に
は
比
較
的
長
い
ホ
ー

ス
を
つ
な
い
で
お
く
こ
と
が
大
事

で
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

受賞者紹介
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こ
の
大
会
は
、
男
女
が
互
い
に
人
権

を
尊
重
し
、
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き

る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、
県
民
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
考

え
、
と
も
に
実
践
し
て
い
く
た
め
に
開

催
す
る
も
の
で
す
。
あ
な
た
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
と　

き
】

　
平
成
20
年
６
月
18
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
13

：

00
〜
15

：

40

【
と
こ
ろ
】

　
愛
媛
県
県
民
文
化
会
館

　
サ
ブ
ホ
ー
ル

　（
松
山
市
道
後
町
２
丁
目
５
│
１
）

【
日　

程
】

　
12

：

00
　
受
付
開
始

　
13

：

00
　
開
会

　
　
　
　
　
主
催
者
あ
い
さ
つ

　
13

：

15 

　
基
調
講
演

　
　 

演
題

　
　「
こ
れ
か
ら
の
女
と
男
の
い
い
関
係
」

　
　 

講
師

　
樋
口

　
恵
子

　
　（
評
論
家
、
東
京
家
政
大
学
名
誉
教
授
）

　
14

：

30
　（
休
憩
）

　
14

：

40
　
て
い
談

　

　
　 

テ
ー
マ

　
　 「
男
女
共
同
参
画
の
こ
れ
ま
で
、

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
」

　
　 

樋
口

　
恵
子 

（
評
論
家
、
東
京
家

政
大
学
名
誉
教
授
）

　
　 

宮
崎

　
幹
朗 

（
愛
媛
大
学
法
文
学

部
教
授
）

　
　 

亀
岡
マ
リ
子 

（
愛
媛
女
性
総
合
セ

ン
タ
ー
館
長
）

　
15

：

40
　
閉
会

【
参
加
料
】　
無
料

【
申
込
み
先
】

　
〒
７
９
０
│
８
５
７
０

　 

愛
媛
県
県
民
環
境
部
管
理
局
男
女
参

画
課
事
業
係

お
問
い
合
わ
せ
先

　
☎
０
８
９
│

９
１
２
│

２
３
３
２

　
FAX
０
８
９
│

９
３
３
│

４
０
８
３

　E-m
ail:danjokyodo@

pref.ehim
e.jp

愛
媛
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp://w

w
w
.pref.eh

im
e.jp/

※ 

は
が
き
・
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

E
-m

ail

・
県
Ｈ
Ｐ
の
電
子
申
請
シ
ス

テ
ム
で
、
氏
名
（
代
表
者
）、
連
絡
先
、

参
加
人
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
定
員
１
、０
０
０
名
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。）

【
託　

児
】

　
当
日
、
２
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お

子
さ
ん
の
託
児
を
行
い
ま
す
。
傷
害
保

険
に
加
入
い
た
し
ま
す
の
で
、
託
児
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
６
月
６
日（
金
）

ま
で
に
お
子
さ
ん
の
氏
名
、
年
齢
、
性

別
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

市
役
所
企
画
調
整
課

　
　
　
　
男
女
共
同
参
画
係

　
☎
�
２
１
１
１

（
内
線
５
２
２
、５
２
４
）

『
第
13
回
　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推
進
県
民
大
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
！

１
９
０
０
人
の
フ
ァ
ン
が
声
援

～
大
洲
球
場
で
公
式
戦
～

　
４
月
27
日（
日
）、
平
野
の
大
洲
球
場

で
、「
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
」

対
「
長
崎
セ
イ
ン
ツ
」
戦
が
開
催
さ
れ
、

地
方
球
場
と
し
て
は
異
例
の
１
９
０
０

人
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　
会
場
周
辺
で
は
、
選
手
や
フ
ァ
ン
を
気

持
ち
よ
く
迎
え
よ
う
と
地
元
特
産
品
の

販
売
ブ
ー
ス
が
軒
を
連
ね
、
会
場
を
訪

れ
た
家
族
連
れ
ら
は
、
ち
ょ
う
ど
昼
時

と
あ
っ
て
昼
食
や
地
元
の
特
産
品
な
ど
を

買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
、「
パ

イ
レ
ー
ツ
」
に
ち
な
ん
で
８
０
２
円
で
売

ら
れ
て
い
る
お
得
な
セ
ッ
ト
商
品
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
試
合
の
途
中
に
は
、
大
洲

森
林
組
合
や
愛
媛
た
い
き
農
協
、
長
浜

町
漁
協
な
ど
市
内
の
各
団
体
や
民
間
企

業
か
ら
提
供
さ
れ
た
景
品
に
よ
る
、
お

楽
し
み
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
試
合
を
盛

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
先
発
し
た
近
平
投
手
（
愛

南
町
出
身
）
が
８
回
を
１
失
点
と
好
投

し
た
も
の
の
、
何
度
か
あ
っ
た
好
機
を

生
か
す
こ
と
が
で
き
ず
、
１
対
１
で
引

き
分
け
ま
し
た
。
試
合
終
了
後
、
マ
ン

ダ
リ
ン
の
選
手
た
ち
は
、
フ
ァ
ン
の
要

望
に
応
え
い
つ
ま
で
も
快
く
サ
イ
ン
や

記
念
撮
影
に
応
じ
て
い
ま
し
た
。

　
次
回
の
大
洲
球
場
で
の
試
合
は
７
月

５
日（
土
）
午
後
１
時
か
ら
で
す
。
み

な
さ
ん
の
力
強
い
応
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

▲大勢のファンが詰めかけました

▲試合終了後快くサインに応じる選手たち
▲�捕手のタッチをかいくぐって
同点のホームにつく梶原選手

マンダリンパイレーツ
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